
１つの⼯事で、複数年度の単価、歩掛、経費を使⽤する⽅法 ※平成30年度版以降のみの機能

⼯事情報⼊⼒「共通化設定」により、異なる年度の「単価、歩掛」を設定する事で、可能になります。

例）平成30年度 公共⼟⽊ 東京都2019年9⽉1⽇単価 をベースに
  令和１年度 公共地整 東京都2019年9⽉1⽇単価 を共通化する⽅法で説明します。

１．ベースで使⽤する年度へ⼊り、⼯事情報を⼊⼒します。

２．次へボタンで、共通化設定画⾯まで進んで下さい。
 公共で⼯事を作成すると、「公共」の共通化設定枠は閉じているので、「＋」をクリックして開いてください。

３．利⽤したい「単価年度」「県、世代、地区」「歩掛年度」を下記の項⽬で選択して下さい。
 Ⓐ 単価利⽤年度*･･･使⽤する年度に変更して下さい。今回は「令和１年度」を選択します。
 Ⓑ 利⽤区分 で積算体系「[公共地整]を利⽤する」を選択 ⇒ 県 「東京都 関東地整(建設局)」、適⽤単価、地区 を設定して下さい。
 Ⓒ 歩掛利⽤年度* ･･･Ⓐ単価利⽤年度と組み合わせて使⽤する歩掛の年度を選択して下さい。

 *平成30年度以降のみ選択が可能です。

３

Ａ

Ｂ

Ｃ

公共の左にある「＋」をクリックして下さい。
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４． 設定が完了しましたら、設計書作成❸をクリックして下さい。
 ※ 単価データの算出⽅法・損料パターンの設定を⾏う場合は、『詳細設定』Ⓓをクリックして開き、設定して下さい。
 ※ ⼯事情報⼊⼒設定の確認を⾏いたい場合は、次へ Ⓔをクリックすると、設定確認画⾯が表⽰されます。

 ※ ⼯事情報の⼊⼒確認画⾯です。設計書作成❸をクリックすると⼯事が作成されます。

Ｄ

Ｅ ３

３
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５． 積算時の操作について ※基本的に、これまでの共通化と同様の使⽤⽅法となります。
 ■歩掛選択

◆リスト表⽰画⾯

◆ツリー表⽰画⾯

 ◇積算体系ごとの、背景⾊です。

「積算体系」で切り替えて、ご使⽤下さい。

ツリーの最上位階層へ、「積算体系、県、単価年⽉⽇」が表⽰されます。

⼟地改良、⼟地地整

港湾⼟⽊、港湾地整

ネクスコ

積算体系で背景⾊が変わります。こちらは 公共⼟⽊、公共地整 の場合

「共通化」ボタンで、共通化設定画⾯を呼び出せます。
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 ■単価選択
◆リスト、ツリー表⽰画⾯共通

「積算体系」で切り替えて、ご使⽤下さい。

積算体系で背景⾊が変わります。こちらは 公共⼟⽊、公共地整 の場合

⼟地改良、⼟地地整

港湾⼟⽊、港湾地整

ネクスコ

「共通化」ボタンで、共通化設定画⾯を呼び出せます。
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 ■他年度、他積算体系歩掛を使⽤した時の、内訳での表⽰
 新しく追加した「積算／年度」列を、ご使⽤下さい。

「積算体系」「年度」が表⽰されます。

タイトル部分で右クリックして、設定画⾯を表⽰して下さい。
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６．経費計算の他年度選択について。
 経費計算を選択すると、ベースの歩掛年度と、⼯事情報で選択した経費体系年度（＝経費年度）が表⽰されます。

※経費年度は、１年度に最⼤２世代存在します

令和2年１⽉9⽇現在、

平成30年度版･･･「平成30年度」「令和1年度」

令和１年度版･･･「令和1年度」

が存在します。

Ver.Up等により追加された項⽬により、「歩掛年度」「経費年度」

の変更で設定項⽬が増減します。
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７．他ケースでの使⽤例

例）平成30年度 ネクスコ 東京都2019年6⽉1⽇単価 と、
  平成30年度 公共地整 東京都2019年6⽉1⽇単価 で積算していたが、
   ネクスコの歩掛で、『平成31年度版』も併⽤する必要が⽣じた場合。
   ↓
  ⼊⼒中の⼯事へ、令和１年度 ネクスコ 東京都2019年9⽉1⽇単価 を共通化する⽅法で説明します。

 １）当初の設定状態

 ２）各種設定から、「共通化設定」を選択します。
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 ３）ネクスコの左側にある「＋」をクリックし、①〜④の順番で設定して下さい。

【注意】ベースと「積算体系、県、適⽤単価、地区、歩掛年度」が同⼀の共通化設定は出来ません。

歩掛利⽤年度で、「令和１年度」を選択して下さい。３

２

この部分は、ベースと同じで設定して下さい。

ベースの歩掛年度が、「平成３０年度版」の時

１

４

このダイアログが表⽰されますので、設定を変更して下さい。
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